











































































































19：04 　通報から約 30 分後に救急隊到着。状況確認後、スキー場近くに
本症例に対応できる病院がないため、スキー場から 49（km）離れた
自治体の病院に搬送開始。指導者（JSPO-AT）1 名が同乗。意識清明、
SpO2: 97（%）、BP: 131/61、HR: 85。































































着まで約 30 分、市内の病院に搬送されるまでさらに 45 分、病院到着から検査を
経て病室にて安静が確保されるまで 2 時間 51 分かかった。通報からの経過時間は
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